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教
区
障
害
者
の
つ
ど
い

　

カ
ト
リ
ッ
ク
熱
田
教
会

　

９
時
受
付
、
10
時
司
教
ミ
サ
、
16
時
30
分
終
了

第
40
回
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
全
国
集
会

２
０
１
８
名
古
屋
大
会

共
に
生
き
る
地
球
家
族

―
今
問
わ
れ
る
、
私
た
ち
の
選
び
、
私
の
決
意
―

　

２
０
１
８
年
11
月
23
日
（
金
・
祝
）・
24
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

主　

催　

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区

　
　
　
　
　
　

共　

催　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
協
議
会

南
山
教
会
に
お
い
て
難
民

移
住
移
動
者
委
員
会
と
教
会

学
校
と
の
共
催
で
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
サ
が
５
月

20
日
に
行
わ
れ
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
み
ん
な
い
っ

し
ょ
～
む
か
え
る
人
も
来
る

人
も
～
」。
毎
年
参
加
者
が

増
え
、
今
年
は
約
400
人
以
上

の
人
々
が
共
に
祈
っ
た
。

松
浦
悟
郎
司
教
が
参
加
小

教
区
を
紹
介
す
る
と
、
名
前

を
呼
ば
れ
る
た
び
に
歓
声
が

あ
が
り
、
明
る
く
楽
し
い
ミ

サ
が
始
ま
っ
た
。
松
浦
司
教

は
子
ど
も
の
民
族
衣
装
が
刺

繍
さ
れ
た
楽
し
い
ミ
ト
ラ
を

被
り
、
若
者
た
ち
の
楽
器
の

伴
奏
に
よ
る
聖
歌
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
言
葉
で
歌
わ

れ
、
共
に
祈
る
思
い
が
強
く

感
じ
ら
れ
た
。

説
教
で
司
教
は
「
こ
こ
に

は
違
う
国
の
人
が
た
く
さ
ん

来
て
い
て
日
本
で
は
な
い
み

た
い
で
す
ね
」
と
語
り
か
け

た
。
み
ず
か
ら
の
外
国
で
の

経
験
を
話
し
、「
違
い
は
あ
っ

て
も
イ
エ
ス
を
信
じ
て
い
る

こ
と
で
一
緒
」で
あ
り
、「
み

ん
な
を
愛
す
る
こ
と
で
一
つ

な
の
だ
。
イ
エ
ス
は
周
り
の

人
た
ち
を
愛
す
る
あ
な
た
方

の
中
に
い
る
」
と
語
っ
た
。

奉
納
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
、
私
た
ち
神
の
家
族
の
住

む
美
し
い
地
球
を
表
す
ア
ー

ス
ボ
ー
ル
、
私
た
ち
の
祈
り

の
こ
こ
ろ
を
表
す
大
き
な
ロ

ザ
リ
オ
、
神
の
豊
か
な
愛
の

こ
こ
ろ
を
表
す
み
こ
こ
ろ
の

像
を
さ
さ
げ
て
、
祭
壇
に

飾
っ
た
。

主
の
祈
り

は
、
子
ど
も
た
ち
が
祭
壇
を

囲
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
言

葉
で
一
緒
に
唱
え
た
。

閉
祭
の
歌
「
ア
ー
メ
ン
ハ

レ
ル
ヤ
」
は
何
度
も
く
り
返

し
歌
わ
れ
、
司
教
を
囲
ん
だ

子
ど
も
た
ち
の
喜
び
が
伝

わ
っ
て
き
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に

は
イ
エ
ス
と
子
ど
も
た
ち
が

描
か
れ
た
小
さ
な
タ
オ
ル
が

記
念
品
と
し
て
渡
さ
れ
た
。

ミ
サ
の
後
に
は
マ
リ
ア
館

で
、
持
ち
寄
り
の
料
理
に
よ

る
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
た
。

マ
リ
ア
館
に
は
、
教
会
学
校

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ミ
サ

の
テ
ー
マ
の
絵
も
飾
ら
れ
、

「
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
が

素
直
に
描
か
れ
て
興
味
深

い
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

�（
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
）

【
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

Ｈ
Ｐ
】

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
６

月
２
日
、
さ
い
た
ま
教
区
の

新
し
い
司
教
に
山
野
内
倫み

ち

昭あ
き

神
父
（
62
、
サ
レ
ジ
オ
修
道

会
）
＝
写
真
＝
を
任
命
す
る

と
発
表
し
た
。
さ
い
た
ま
教

区
は
２
０
１
３
年
以
来
、
司

教
空
位
と
な
っ
て
い
た
。

山野内倫昭被選司教

山
野
内
被
選
司
教
は
大
分

県
生
ま
れ
。
そ
の
後
南
米
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
で
育
ち
、
同
国

で
サ
レ
ジ
オ
修
道
会
に
入
会

し
た
。
叙
階
さ
れ
た
後
１
９

９
７
年
よ
り
日
本
で
働
い
て

い
る
。
山
野
内
被
選
司
教
は

さ
い
た
ま
教
区
の
教
区
長
と

し
て
歴
代
７
人
目
と
な
り
、

教
区
に
昇
格
し
て
か
ら
の

司
教
と
し
て
は
５
人
目
と
な

る
。さ

ら
に
教
皇
は
、
先
日
、

前
田
万
葉
大
司
教
が
枢
機
卿

に
任
命
さ
れ
た
大
阪
教
区
の

た
め
に
、
２
人
の
補
佐
司
教

を
任
命
し
た
。

１
人
は
、
ホ
セ
・
ア
ベ
イ

ヤ
神
父
（
68
、
ク
ラ
レ
チ
ア

ン
宣
教
会
）。
も
う
1
人
は
、

酒
井
俊
弘
神
父
（
58
、
オ
プ

ス
・
デ
イ
）
＝
写
真
。

ホセ・アベイヤ被選司教

ア
ベ
イ
ヤ
被
選
司
教
は
ク

ラ
レ
チ
ア
ン
宣
教
会
の
管
区

長
を
務
め
る
な
ど
、
日
本
で

働
い
た
後
、
１
９
９
１
年
よ

り
ロ
ー
マ
の
本
部
で
働
き
、

03
～
15
年
は
総
長
。
15
年
に

帰
国
し
、
大
阪
教
区
で
司
牧

に
当
た
っ
て
い
た
。

酒井俊弘被選司教

酒
井
被
選
司
教
は
日
本
の

大
学
を
卒
業
後
、
ス
ペ
イ
ン

に
渡
っ
て
オ
プ
ス
・
デ
イ
の

神
学
校
に
入
り
当
地
で
司
祭

叙
階
し
た
。
１
９
９
０
年
よ

り
日
本
に
戻
っ
て
司
牧
活
動

を
し
て
い
る
。

大
阪
教
区
に
補
佐
司
教
が

置
か
れ
る
の
は
、
２
０
１
５

年
に
当
時
の
松
浦
悟
郎
補
佐

司
教
が
名
古
屋
教
区
司
教
と

な
り
、
同
教
区
に
移
っ
て
以

来
の
こ
と
と
な
る
。

司
教
叙
階
式
の
日
程

決
ま
る

6
月
2
日
に
発
表
さ
れ

た
、
さ
い
た
ま
教
区
、
山
野

内
倫
昭
被
選
司
教
と
、
大
阪

教
区
、
ホ
セ
・
ア
ベ
イ
ヤ
被

選
司
教
と
酒
井
俊
弘
被
選
司

教
の
叙
階
式
の
日
程
が
次
の

よ
う
に
決
ま
っ
た
。
な
お
大

阪
教
区
の
叙
階
式
で
は
、
5

月
20
日
に
発
表
さ
れ
た
前
田

万
葉
大
司
教
の
枢
機
卿
信
任

の
感
謝
ミ
サ
を
兼
ね
て
行
わ

れ
る
。

さ
い
た
ま
教
区

山
野
内
倫
昭
被
選
司
教
叙
階

式日
時　

９
月
24
日
（
月・祝
）

午
前
11
時
よ
り　

会
場　

浦

和
明
の
星
女
子
中
学
・
高
等

学
校
ジ
ュ
ビ
リ
ー
ホ
ー
ル

（
さ
い
た
ま
市
緑
区
東
浦
和

６

－

４

－

19
）

大
阪
教
区

前
田
万
葉
枢
機
卿
信
任
感
謝

ミ
サ
と
ホ
セ
・
ア
ベ
イ
ヤ
被

選
司
教
・
酒
井
俊
弘
被
選
司

教
叙
階
式

日
時　

7
月
16
日
（
月・祝
）

午
前
11
時
よ
り　

会
場　

大

阪
教
区
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ

ア
大
聖
堂
（
大
阪
市
中
央
区

玉
造
２

－

24

－

22
）

（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

Ｈ
Ｐ
よ
り
抜
粋
し
て
掲
載
）

インターナショナル・ミサ

さ
い
た
ま
教
区
司
教
、大
阪
教
区

２
補
佐
司
教
の
任
命
を
発
表

子どもたちの喜びに満ちた
「アーメン ハレルヤ」

城
北
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
堅
信

式
が
松
浦
司
教
様
司
式
に
よ

り
５
月
20
日
、
聖
霊
降
臨
の

祭
日
、
五
反
城
教
会
で
行
わ

れ
ま
し
た
。布
池
教
会
６
人
、

み
こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
９
人
、

守
山
教
会
１
人
、
瀬
戸
教
会

１
人
、
五
反
城
教
会
14
人
、

合
わ
せ
て
31
人
が
堅
信
の
秘

跡
を
受
け
ま
し
た
。

受
堅
者
の
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
受
堅
者
た
ち
を
こ
れ
ま

で
導
き
、
支
え
、
見
守
っ
て

き
た
家
族
や
教
会
学
校
の
先

生
な
ど
、
関
わ
っ
て
き
た
皆

さ
ん
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
、
洗

礼
か
ら
堅
信
を
受
け
る
ま
で

の
道
の
り
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。と
同
時
に
、

こ
の
時
が
一
人
ひ
と
り
の
新

た
な
信
仰
生
活
の
始
ま
り
だ

と
い
う
こ
と
に
も

気
付
き
ま
し
た
。

松
浦
司
教
様
の

説
教
に
も
「
神
様

は
、
一
人
一
人
の

名
前
を
呼
ん
で『
は

い
』
と
言
っ
た
人

間
を
通
し
て
働
き
、

キ
リ
ス
ト
を
信
じ

る
人
々
が
集
ま
っ

て
教
会
共
同
体
を

造
り
、
聖
霊
の
働

き
に
よ
っ
て
救
い

の
わ
ざ
を
行
わ
れ

た
」
と
あ
り
ま
し

た
。私

た
ち
も
そ
の

一
人
に
な
れ
る
よ

う
に
、
日
々
成
長

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
う
は
言
っ
て
も

こ
の
時
代
に
、
信
仰
を
も
っ

て
伝
え
な
が
ら
生
き
る
と
い

う
の
は
な
か
な
か
難
し
い

…
。
と
思
っ
て
い
た
ら
、
司

教
様
は
続
け
て
こ
う
話
さ
れ

ま
し
た
。

「
人
間
は
弱
い
か
ら
気
持

ち
が
揺
ら
ぎ
ま
す
。
そ
う
し

な
が
ら
神
様
の
働
き
に
よ
っ

て
前
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。

揺
れ
な
が
ら
回
心
し
な
が
ら

イ
エ
ス
様
と
つ
な
が
っ
て
前

に
進
み
ま
す
」
と
。
救
わ
れ

た
思
い
が
し
ま
し
た
。

ミ
サ
後
の
祝
賀
会
に
は

ホ
ー
ル
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の

人
々
。
こ
の
大
勢
の
人
た
ち

の
上
に
降
り
た
聖
霊
に
よ
っ

て
、
共
同
体
と
し
て
強
め
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
力
づ
け
ら

れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

合同堅信式に感謝！
五反城教会　荒谷栄子
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信
仰
を
あ
か
し
し
、
世
に
あ
る
責
任
を
果
た
す 聖

カ
ピ
タ
ニ
オ
女
子
高
等
学
校

創
立
55
周
年
記
念
感
謝
ミ
サ

５
月
19
日
名
古
屋
教
区
正

義
と
平
和
委
員
会
主
催
の
学

習
会
が
教
区
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
。
今
年
度
の
学
習
会

は
11
月
の
正
平
協
全
国
集
会

に
向
け
て
の
プ
レ
企
画
。
第

一
回
は
「
聖
書
の
人
間
論
」

の
テ
ー
マ
で
古
代
オ
リ
エ
ン

ト
学
者
の
太
田
道
子
さ
ん
の

話
が
あ
っ
た
。
以
下
、
概
略

（
当
日
の
録
音
テ
ー
プ
を
欲

し
い
方
は
正
平
委
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
）。

聖
書
は
人
間
の
書

教
会
で
は
聖
書
を
神
の
書

と
し
て
き
た
。
神
は
空
か
ら

地
上
に
落
と
さ
な
い
。
聖
書

と
は
「
人
間
の
、
人
間
に
よ

る
、
人
間
の
た
め
の
聖
書
」

で
あ
る
。
聖
書
に
は
「
人
間

と
は
何
か
」
と
の
人
間
の
現

実
認
識
が
語
ら
れ
、
同
時
に

「
人
間
は
何
で
あ
り
う
る
の

か
」
と
の
理
想
が
語
ら
れ
て

い
る
。

現
代
世
界
の
諸
苦
難
を
解

明
し
、
苦
難
に
あ
る
人
々
と

連
帯
す
る
た
め
に
、
文
明
５

０
０
０
年
史
の
解
明
に
最
も

重
要
な
文
献
で
あ
る
旧
・
新

約
聖
書
を
歴
史
的
に
、
現
代

文
学
と
現
代
社
会
学
の
助
け

に
よ
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

聖
書
は
「
宝
」

パ
ウ
ロ
は
イ
エ
ス
を
伝
え

る
人
間
を
「
土
の
器
」
と
呼

び
、
そ
こ
に
納
め
る
イ
エ
ス

を「
宝
」と
言
っ
て
い
る（
Ⅱ

コ
リ
ン
ト
４
章
）。
キ
リ
ス

ト
者
は
イ
エ
ス
を
真
理
と
信

じ
、
イ
エ
ス
に
従
っ
て
生
き

る
者
。
つ
ま
り
、
有
限
で
罪

深
い
人
間
が
「
宝
」
を
持
っ

て
い
る
と
パ
ウ
ロ
は
言
う
。

そ
の
「
宝
」
を
腐
ら
せ
て

は
な
ら
な
い
。
聖
書
を
本
棚

の
片
隅
に
埃
を
被
ら
せ
て

飾
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
。

読
む
た
め
の
も
の
だ
。
イ
エ

ス
が
誰
か
、
何
を
考
え
何
を

し
よ
う
と
し
た
の
か
を
知
る

に
は
、
新
約
聖
書
だ
け
で
は

分
か
ら
な
い
。
そ
の
背
景
、

イ
エ
ス
が
学
び
、
考
え
、
判

断
し
た
旧
約
聖
書
を
読
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

聖
書
は
歴
史
書

人
間
が
何
で
あ
る
か
を
考

え
る
に
は
古
代
オ
リ
エ
ン
ト

か
ら
現
在
ま
で
の
５
０
０
０

年
間
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ

で
考
え
る
。
５
０
０
０
年
前

に
シ
ュ
メ
ー
ル
で
文
字
が
発

明
さ
れ
た
。
人
間
が
記
録
を

取
る
時
代
と
な
っ
た
。
記
録

が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

以
降
を
歴
史
時
代
と
呼
び
、

そ
れ
以
前
の
文
字
の
な
い
時

を
考
古
学
の
対
象
、
先
史
時

代
と
言
う
。

旧
約
聖
書
は
５
０
０
０
年

間
の
約
半
分
２
５
０
０
年
前

頃
成
立
し
た
。
南
ユ
ダ
王
国

が
バ
ビ
ロ
ン
に
敗
れ
、
主

だ
っ
た
支
配
層
、王
、官
僚
、

貴
族
、
祭
司
、
技
術
者
ら
の

バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
中
、
国
を

失
っ
た
反
省
と
国
家
再
建
の

た
め
、
思
索
し
抜
い
て
書
か

れ
た
も
の
。
も
と
も
と
「
難

民
」
で
あ
っ
た
社
会
の
最
下

層
民
、
ヘ
ブ
ラ
イ
が
カ
ナ
ン

で
い
か
に
、
共
同
体
作
り
を

は
じ
め
、
国
家
と
し
、
な

ぜ
国
際
関
係
の
中
で
滅
ん
で

い
っ
た
か
の
歴
史
が
書
か
れ

て
い
る
。

旧
約
聖
書
学
者
と
言
わ
れ

る
人
は
「
聖
書
神
学
」
を
研

究
し
、
歴
史
書
と
し
て
研
究

し
て
い
な
い
。
太
田
道
子
さ

ん
は
、
旧
約
聖
書
の
背
景
と

し
て「
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
学
」

を
研
究
し
て
い
る
。
太
田
道

子
さ
ん
は
聖
書
が
歴
史
書
で

あ
り
、
人
間
の
書
で
あ
る
こ

と
を
日
本
人
に
知
ら
せ
る
こ

と
を
自
分
の
使
命
と
し
て
い

る
。

聖
書
の
人
間
論

神
と
は
何
か
。
ど
こ
か
に

い
る
、
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。「
人
間
は
平
等
で
あ
る
」

と
言
う
た
め
に
要
請
さ
れ

た
。
あ
る
人
が
「
人
間
は
平

等
だ
」
と
言
っ
て
も
誰
も
聞

か
な
い
か
ら
、神
が
言
っ
た
、

と
す
る
の
だ
。

神
の
名
、Y

ahw
eh

は

be

動
詞
、従
来
の
訳
の
「
あ

る
」
で
は
な
い
。
訳
せ
ば
、

私
は
「
私
だ
」。
つ
ま
り
、

人
間
の
意
に
は
な
ら
な
い
も

の
の
こ
と
。
出
エ
ジ
プ
ト
記

の
「
わ
た
し
は
恵
も
う
と
す

る
者
を
恵
み
、
憐
れ
も
う

と
思
う
者
を
憐
れ
む
」（
出

33
・
19
）。

エ
デ
ン
の
園
の
「
食
べ
て

は
な
ら
な
い
」
の
禁
止
命
令

は
人
間
に
は
選
択
の
自
由
が

あ
る
と
い
う
こ
と
。
守
る
こ

と
も
守
ら
な
い
こ
と
も
で
き

る
自
由
だ
。
カ
イ
ン
と
ア
ベ

ル
の
物
語
は
、人
間
の
平
等
、

独
自
性
を
ど
う
受
け
入
れ
る

か
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

（
正
義
と
平
和
委
員
会　

�

竹
谷 

基
神
父
）

名
古
屋
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク

女
性
の
会
「
樹
の
会
」
は
5

月
19
日
、
第
11
回
総
会
と
講

演
会
を
南
山
教
会
マ
リ
ア
館

で
開
催
し
た
。

総
会
で
平
尾
公
子
会
長

は
「
支
援
活
動
は
、
こ
れ
か

ら
子
供
支
援
に
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性

団
体
連
盟
か
ら
来
年
の
総
会

を
名
古
屋
で
お
願
い
で
き
な

い
か
。
と
打
診
が
あ
り
前
向

き
に
検
討
し
た
い
の
で
、
決

ま
っ
た
時
は
皆
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶

し
た
。

協
力
司
祭
で
あ
る
平
澤
忠

雄
神
父
（
布
池
教
会
助
任
）

は
「
明
日
は
聖
霊
降
臨
。
樹

の
会
も
そ
れ
ぞ
れ
に
聖
霊
を

受
け
て
活
動
し
て
ほ
し
い
」

と
話
さ
れ
た
。

引
き
続
き
長
年
に
わ
た
り

松
浦
悟
郎
司
教
と
活
動
さ
れ

世
界
的
な
視
野
と
豊
か
な
経

験
を
持
つ
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー

ゲ
ル
神
父（
神
言
会
）が
テ
ー

マ
で
あ
る
「
共
に
生
き
る
地

球
家
族
」
に
つ
い
て
講
演
し

た
。こ

の
講
演
は
、
今
年
11
月

23
、
24
日
の
「
正
義
と
平
和

全
国
集
会
」
名
古
屋
大
会
開

催
に
当
た
り
企
画
さ
れ
た
。

講
演
会

「
共
に
生
き
る
地
球
家
族
」

�

マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ
ル
神
父

「
共
に
生
き
る
地
球
家
族
」

を
考
え
る
た
め
に
「
私
た
ち

は
ど
う
い
う
価
値
観
を
持
っ

て
い
る
の
か
」
と
い
う
観
点

か
ら
考
え
て
み
た
時
、
私
た

ち
人
類
は
歴
史
的
に
見
て
基

本
的
に
平
和
に
暮
ら
し
て
き

た
が
、
こ
の
ま
ま
の
社
会
が

続
く
と
戦
争
に
な
っ
て
し
ま

う
可
能
性
が
高
い
。

戦
争
を
ほ
ぼ
確
実
に
起
こ

す
状
況
と
し
て
①
資
源
争

奪
、
②
民
族
移
動
の
二
つ
が

あ
る
。
21
世
紀
の
私
た
ち
は

こ
の
二
つ
の
課
題
を
平
和
的

に
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、

人
類
全
体
の
路

線
変
更
が
必
要

で
あ
る

戦
争
中
で
も

敵
味
方
な
く
心

通
わ
せ
一
時
的

な
平
和
が
訪
れ

た
こ
と
も
あ
っ

た
。
お
互
い
が

共
有
す
る
も
の

を
見
出
せ
ば
、

あ
ら
ゆ
る
亀
裂

は
乗
り
越
え
ら

れ
る
。
ど
ん
な

状
況
下
で
も
、

理
解
し
合
う
こ

と
、
溶
け
合
う
こ
と
、
協
調

し
あ
う
こ
と
は
可
能
な
の
で

あ
る
。

人
は
神
の
似
姿
と
し
て
創

造
さ
れ
た
の
で
、
も
と
も
と

善
の
本
性
を
持
っ
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
は
弱
者
や
差
別
を

受
け
て
い
る
人
、
虐
げ
ら
れ

て
い
る
人
に
平
等
に
接
し

た
。
す
べ
て
の
人
間
は
神
の

似
姿
と
し
て
造
ら
れ
た
尊
い

存
在
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人

間
が
つ
な
が
り
あ
う
使
命
を

受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

私
た
ち
の
信
仰
で
あ
る
。
そ

し
て
つ
な
が
り
あ
う
こ
と
に

よ
っ
て
私
た
ち
の
本
性
も
満

た
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
他
の
人
と
良
い

つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
で
、

す
で
に
こ
の
世
の
中
で
救
い

に
与
る
こ
と
が
で
き
る
。
私

た
ち
の
行
動
の
目
的
は
死
後

に
天
国
に
行
く
こ
と
で
は
な

く
、
神
と
良
い
つ
な
が
り
を

持
つ
だ
け
で
は
不
十
分
な
の

で
、
こ
の
世
で
す
べ
て
の
人

と
良
い
つ
な
が
り
を
も
つ
こ

と
が
大
事
な
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
自
分
自
身
の
優

越
性
を
認
識
す
る
の
に
教
会

を
利
用
し
が
ち
で
あ
る
が
、

他
の
宗
教
な
ど
一
切
の
差
別

を
捨
て
て
同
じ
人
間
と
い
う

意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
私
た
ち
は
教

会
内
だ
け
で
社
会
活
動
に
取

り
組
む
の
は
不
十
分
で
、
教

会
外
の
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
と

共
に
取
り
組
ん
で
い
く
事
が

望
ま
し
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て

神
の
愛
を
証
し
で
き
る
の
で

あ
る
。

「
11
月
23
、
24
日
の
正
義

と
平
和
全
国
集
会
が
成
功

し
、
神
の
働
き
が
実
を
結
び

ま
す
よ
う
に
」
と
話
を
締
め

く
く
ら
れ
た
。

シ
ー
ゲ
ル
神
父
の
出
身
国

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
民
族

的
気
質
と
し
て
「
も
て
な
し

の
文
化
と
お
し
ゃ
べ
り
の
文

化
」
が
あ
る
そ
う
で
、
そ
の

文
化
を
十
分
発
揮
さ
れ
た
講

演
会
で
あ
っ
た
。「
レ
ジ
メ

に
沿
っ
て
の
お
話
で
、
と
て

も
分
か
り
や
す
く
、
よ
い
講

演
会
だ
っ
た
」
と
の
感
想
が

多
く
聞
か
れ
た
。

�

（
樹
の
会　

北
村
幸
子
）

お
知
ら
せ　
「
樹
の
会
」
ミ

サ
と
例
会
は
、
毎
月
第
2
火

曜
日
10
時
よ
り
、
カ
ト
リ
ッ

ク
南
山
教
会
で
行
っ
て
い

る
。
入
会
希
望
の
方
は
事
務

局
ま
で
。
☎
０
９
０

－

５
１

０
７

－

０
６
４
４
（
平
尾
）

本
校
創
立
55
周
年
を
５
月

11
日
に
迎
え
、
名
古
屋
教
区

長
松
浦
悟
郎
司
教
、
ニ
コ
ラ

ス・ス
ワ
イ
ア
テ
ッ
ク
神
父
、

北
向
修
一
神
父
の
共
同
司
式

に
よ
る
荘
厳
な
ミ
サ
が
挙
行

さ
れ
た
。

ミ
サ
に
先
立
っ
て
、
学
園

理
事
長
は
「
聖
カ
ピ
タ
ニ
オ

の
偉
大
さ
は
、
新
し
い
修
道

会
を
創
立
し
た
こ
と
で
は
な

く
、
神
に
愛
さ
れ
、
そ
の
愛

を
日
々
置
か
れ
て
い
る
環
境

の
中
で
具
体
的
、
実
践
的
に

生
き
た
こ
と
に
あ
る
」
と

語
っ
た
。

ミ
サ
の
説
教
で
松
浦
悟
郎

司
教
は
「
記
念
に
は
二
つ
の

意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
、
出

来
事
を
懐
か
し
く
思
い
出
す

こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
出
来

事
を
現
在
化
す
る
こ
と
と
深

く
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の

学
校
を
創
立
す
る
に
あ
た
っ

て
、
最
初
に
二
人
の
シ
ス

タ
ー
が
来
日
し
、
幼
き
聖
マ

リ
ア
修
道
会
の
学
校
を
建
て

よ
う
と
し
た
意
志
は
、
修
道

会
の
創
立
者
聖
カ
ピ
タ
ニ
オ

の
意
志
で
あ
り
、
さ
ら
に
さ

か
の
ぼ
る
と
、
２
千
年
前
人

類
を
救
う
た
め
に
誕
生
し
た

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
意
志

を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、

聖
カ
ピ
タ
ニ
オ
、
そ
し
て
私

た
ち
の
つ
な
が
り
を
想
い
起

こ
さ
せ
た
。

さ
ら
に
、「
動
乱
後
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
視
察
の
折
に
感

動
し
た
こ
と
は
、
貧
困
と
不

安
の
中
で
生
活
す
る
母
親
の

一
番
の
願
い
が
、
学
校
が
欲

し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
物
質
的
な
物
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い

未
来
を
期
待
す
る
選
択
だ
っ

た
。
こ
れ
は
、
聖
カ
ピ
タ
ニ

オ
が
行
っ
た
選
択
と
同
じ
意

志
で
あ
る
」
と
語
り
、「
人

生
の
中
心
に
置
く
価
値
基
準

を
し
っ
か
り
選
択
で
き
る
よ

う
に
」
と
諭
し
た
。

最
後
に
全
校
生
徒
が
創
立

者
を
讃
え
る
歌
「
ラ
・
カ
リ

タ
」（
愛
）
を
声
高
ら
か
に

合
唱
し
、
そ
の
歌
声
は
会
場

い
っ
ぱ
い
に
明
る
さ
と
温
か

さ
を
か
も
し
出

し
た
。

ミ
サ
後
、
イ

タ
リ
ア
研
修
の

報
告
会
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
祭

壇
に
捧
げ
ら
れ

た
花
は
、
お
世

話
に
な
っ
た
施

設
な
ど
に
届
け

ら
れ
た
。

（
幼
き
聖
マ
リ

ア
修
道
会　

シ

ス
タ
ー
福
井
節

子
）

名
古
屋
教
区
正
義
と
平
和
委
員
会
主
催
の
学
習
会

「
聖
書
の
人
間
論
」

　
　
　

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
学
者

　

太
田
道
子
さ
ん
講
演　

聖
カ
ピ
タ
ニ
オ
女
子
高
等
学
校

創
立
55
周
年
記
念
感
謝
ミ
サ

共
に
生
き
る
地
球
家
族
を
話
す

シ
ー
ゲ
ル
神
父

聖書の人間論を話す太田道子さん

積
極
的
に
子
供
支
援
に
関
わ
り
た
い
と
話
す	

平
尾
公
子
会
長

第5回『あとから来る者のために』 
原発研修会

　どなたでも、お気軽にご参加ください。
日　時　8月11日（土）13：30～15：00
場　所　カトリック布池教会信徒会館3F　名古屋市東区葵1丁目12-23
参加費　200円
主　催　次世代を考える会　　問合せ　三本木國喜　☎0561-83-5360

「
樹
の
会
」
総
会
と
講
演
会

子
供
支
援
を
積
極
的
に
！
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信
仰
を
あ
か
し
し
、
世
に
あ
る
責
任
を
果
た
す部落解放をめざす愛知研修会

～第42期部落解放講座～

講演テーマ「部落問題と向きあう若者たち」
コーディネーター　内田龍史（尚絅学院大学教授）
　　報告者　上川多実（BURAKU�HERITAGEメンバー）
　　　　　　本江優子（公益財団法人反差別・人権研究所みえ）
　　　　　　今村　力（NPO法人あおぞら理事長）
と　き　7月12日（木）13：00～16：30
ところ　日本特殊陶業市民会館（フォレストホール）
　　　　名古屋市中区金山1-5-1　☎052-331-2141
参加費　3,000円（資料代込み）
申込み・問合せ
同和問題にとりくむ愛知県宗教教団連絡協議会（愛知同宗連）担当
早川努神父�☎0564-51-1848/FAX�0564-64-1215（岡崎教会）
主催／部落解放愛知県共闘会議　後援／愛知県・名古屋市

新刊書のご案内

教皇フランシスコ（ペトロ文庫）

　「キリスト者の希望
　　　　―教皇講話集」
　2016年の
待降節から
翌年にかけ
て行われた
一般謁見連
続講話。人
生の旅路に
おいて神が
ともにいて
くださるこ
とへの確信によってキリスト者が得る希望につ
いて、旧約、新約両聖書を通して考察し、孤独
や苦しみに満ちた荒れ野を神への信頼をもって
力強く歩むすべを語られています。
　また「希望」というテーマがゆえに、若者に
あてた熱いメッセージも収録。10月に開かれる
「青年」をテーマとしたシノドスや、来年1月の
ワールドユースデ―・パナマ大会に向けての読
書にも最適な一冊です。

問い合わせ、及び注文は
　カトリック中央協議会・出版部
　東京都江東区潮見2-10-10
　☎03-5632-4429　Fax 03-5632-4456

カルメル修道会　一日静修　in 名古屋
―カルメル会士とともに過ごす聖母の土曜日―
日　時　7月7日、9月15日、10月27日、11月17日、12月8日
　　　　いずれも土曜日、13：00～17：00
　　　　講話・黙想・ミサ・教会の祈りなど。
場　所　カルメル修道会�日比野（本部）修道院
　　　　（カトリック日比野教会）
交　通　地下鉄名港線日比野駅下車 徒歩�約8分
その他　参加の事前連絡は不要。直接お越し下さい。
　　　　当日は千円程度のご寄付をお願いします。
問合せ　男子跣足カルメル修道会　一日静修係
　　　　Fax 052-681-6445
　　　　E-mail:�hibino@carmel.or.jp

愛
岐
ブ
ロ
ッ
ク
「
兄
弟
の

集
い
」
が
、
５
月
27
日
、
多

治
見
教
会
で
開
催
さ
れ
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
司
祭
団
に
よ
る
共

同
司
式
ミ
サ
と「
思
い
や
り・

声
か
け
」
を
テ
ー
マ
に
出
身

地
別
に
分
か
れ
て
分
か
ち
合

う
「
ふ
る
さ
と
会
」
を
行
っ

た
。ミ

サ
は
、
多
治
見
教
会
主

日
の
ミ
サ
に
兄
弟
の
集
い
参

加
者
が
加
わ
り
、
朗
読
、
共

同
祈
願
を
各
小
教
区
が
担
当

し
、
多
治
見
教
会
聖
歌
隊
の

歌
声
と
と
も
に
行
わ
れ
た
。

ミ
サ
の
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
長

で
あ
る
多
治
見
教
会
主
任
司

祭
ア
ル
デ
ィ
ー
神
父
の
開
会

挨
拶
に
続
き
、
多
治
見
修
道

院
の
食
堂
や
研
修
セ
ン
タ
ー

ロ
グ
ハ
ウ
ス
な
ど
に
分
か
れ

て
昼
食
、
そ
し
て
「
ふ
る
さ

と
会
」
が
始
ま
っ
た
。

ふ
る
さ
と
会
の
テ
ー
マ
を

「
思
い
や
り
・
声
か
け
」
と

し
た
の
は
、
ふ
る
さ
と
か
ら

今
の
場
所
に
来
た
時
の
不
安

な
気
持
ち
を
救
っ
て
く
れ
た

様
々
な
経
験
を
分
か
ち
合

い
、「
思
い
や
り
・
声
か
け
」

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
よ
う

と
の
こ
と
か
ら
で
あ
る
。

今
回
初
め
て
の
試
み
と
し

て
外
国
籍
信
徒
も
出
身
エ
リ

ア
毎
に
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

そ
こ
に
、
外
国
出
身
の
司
祭

や
シ
ス
タ
ー
も
加
わ
っ
て
分

か
ち
合
い
を
行
っ
た
。

愛
岐
ブ
ロ
ッ
ク

「
兄
弟
の
集
い
・
ふ
る
さ
と
会
」
を
開
催

　
「
思
い
や
り
・
声
か
け
」か
ら�

�

皆
が
つ
な
が
っ
て
い
く　

日
本
人
グ
ル
ー
プ
、
外
国

人
グ
ル
ー
プ
、
出
身
地
を
６

グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
「
ふ
る

さ
と
会
」
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
時
間
が
足
り
な
い
と

の
声
を
多
く
い
た
だ
い
た
。

兄
弟
の
集
い
は
、
愛
岐
ブ

ロ
ッ
ク
に
所
属
す
る
５
小
教

区
（
春
日
井
、
瀬
戸
、
高
蔵

寺
、
瑞
浪
、
多
治
見
）
と
幼

き
聖
マ
リ
ア
修
道
会
の
交
流

の
場
と
し
て
、
毎
年
各
小
教

区
が
持
ち
回
り
で
幹
事
教
会

と
な
り
、
ミ
サ
と
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
伝
統
あ
る
行
事

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
愛
岐

ブ
ロ
ッ
ク
の
大
切
な
活
動
と

し
て
続
い
て
い
く
。「
思
い

や
り
・
声
か
け
」
を
大
切
に

し
て
、
皆
が
つ
な
が
る
こ
と

の
重
要
性
が
再
認
識
で
き
た

集
ま
り
だ
っ
た
。

（
愛
岐
ブ
ロ
ッ
ク　

多
治
見

教
会　

八
田
淳
一
）

第10回　平和祈念の集い
広島・長崎・終戦の回想

　平和をつなぐため、命の尊厳を守るため、福音
を告げ知らせるだけでなく、この地を神の御国と
願い、自分を守ることを乗り越えて今問われる私
たちの選びは何か？　私たちの決意は？　今年は
シーゲル神父様のお話を伺い、共に考え共に祈り
ましょう。
日　時　8月5日（日）13：30～15：30
場　所　カトリック南山教会マリア館ホール2階
　　　　名古屋市昭和区南山町1
　　　　地下鉄鶴舞線「いりなか」駅下車徒歩5分
内　容　講話：�マイケル・シーゲル神父�

（神言修道会 南山大学教授）
　　　　テーマ：「力による平和の落とし穴」
　　　　合唱：南山教会聖歌隊
　　　　戦争体験を語る：南山教会信徒
　　　　聖書朗読、共同祈願、平和を求める祈り 等
主　催　南山教会有志・他有志　（代表：井爪謙治）
連絡先　☎・Fax 052-831-7719（いづめ）

愛
岐
ブ
ロ
ッ
ク
兄
弟
の
集
い
の
参
加
者
の
皆
さ
ん

東日本大震災・災害支援金の報告�カリタス福祉委員会
　発災時より社会福祉委員会へ振込まれた支援金を下記の通りご報告いたし
ます。暖かいご支援に心より感謝いたします !�!� （振込手数料引去後の金額）

単月明細 2011. 3. 17�発災から
2018. 5. 31までの合計項目 5/1～5/31

収入
支援金総額（※） 12,830 29,658,557

収入合計 12,830 29,658,557
支出
カリタスジャパンへ 11,335,367
さいたま教区・災害支援金へ 1,000,000
カリタス南相馬ベース支援 1,779,450
福島移住女性支援ネットワーク 490,000
福島被災地（狩浦神父活動）支援 100,000
大阪教会管区（大船渡・南三陸）支援 14,006,234
オールジャパン会議交通費 123,620
大船渡ベースへ車いす４台贈呈 123,200
大船渡ベースへピアノ贈呈 58,800
ベース支援ボランティア交通費補助 491,150
災害支援金口座へ 137,906

支出合計 0 29,645,727
単月・支援金残高 12,830 12,830
支援金残高合計 12,830

（※）5月度に支援金のご協力いただいた小教区・個人（敬称略）
� 金沢教会　　
★名古屋教区の支援金は
　�カリタス大船渡ベースとカリタス南三陸（旧・米川ベース）カリタ
ス南相馬、カリタスジャパン（東日本大震災募金）そして、福島で
の活動団体を中心に支援していきます。引き続き皆様のご支援、ご
協力をお願い致します。

★支援金振込先
　郵便振替用紙にて
　�口座番号 ００８８０－６－１６２８�
名義　カトリック名古屋教区社会福祉委員会�
　　 「東日本大震災・災害支援金」と記入願います。

　※振替口座名義はまだ旧名義となっております。

ご連絡・問合せ先
カリタス福祉委員会
電話 052-852-1426
FAX 052-852-1422

第71回侍者会　テーマ「愛の食卓」
日　時　8月6日（月）～8日（水）まで
場　所　神言神学院　名古屋市昭和区八雲町70-9
　　　　☎052-832-2082　Fax�052-835-3127　担当 荒田助祭
定　員　30人
対象学年　小学4年から中学3年まで。（高1以上のスタッフも募集）
会　費　（協賛費）5千円
申込み　主任司祭を通してください。
　　　　申し込み用紙に記入後、郵送またはFaxで送信。
締　切　7月20日（金）必着。定員になり次第締め切ります。

おさなごのように
―天の父に甘える七十七の祈りー
著者：晴佐久昌英
出版：女子パウロ会
価格：1,296円（税込）
　特定の宗教を超えた、まことの
親である「天の父」に親しんでも
らいたいという著者の願いから生
まれた生活の中の祈りです。試練
のとき、苦しい中で、人びとと共
に…さあ、おさなごのように祈り
ましょう。「天の父よ！」と。

女子パウロ会

7月20日発行

主にささげる24時間～聖体礼拝
毎月第2・第4（木）�19：00�～�（金）�19：00　主

ちか ら

税町
まち

記念聖堂
問合せ　☎�052-935-2223（教区事務所）�

090-1623-1170（平田政信神父）

聖パウロ女子修道院（聖パウロ書院）からお知らせ

ロザリオの祈り
日　時　毎月第2日曜日　14：00～（40分程度）
　　　　7月8日（日）　　8月はお休み　　9月9日（日）

読書会
日　時　毎月第3土曜日　14：00～15：30
　　　　7月21日（土）
（書籍「パウロの福音」を読んでいます。）
　「ロザリオの祈り」「読書会」はどなたでも自由に参加頂けます。
詳しくは、聖パウロ書院へお問い合わせください。
連絡先　聖パウロ書院　☎052-936-4443 Fax 052-799-4461

「青年のための聖書の学び」7月15日（日）
テーマ　ルカ18章「やすらぎ（寡婦と裁判官）」
対　象　青年男女（18～32歳）
時　間　14：00～19：50（高校生16：30まで）
　　　　共同体と共に祈りと食事をする
　　　　17：45～ご聖体顕示、晩の祈り、夕食、食費は自由献金
　　　　19：45～�糾明　サルヴェ・レジナ　終了
連絡先　☎052-782-5850　名古屋市千種区園山町1-56
　　　　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
　　　　担当者：シスター碇（いかり）政子
　　　　ＦＢ　「青年のための聖書の学び」
　　　　ＨＰ　http://www.concepcionistas.jp/
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月
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会
暦

１
日
㈰�
年
間
第
13
主
日

３
日
㈫�

聖
ト
マ
使
徒
（
祝
）

８
日
㈰�

年
間
第
14
主
日

11
日
㈬�

聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
長

（
記
）

15
日
㈰�

年
間
第
15
主
日

22
日
㈰�

年
間
第
16
主
日

25
日
㈬�

聖
ヤ
コ
ブ
使
徒
（
祝
）

26
日
㈭�

聖
マ
リ
ア
の
両
親
聖
ヨ
ア
キ
ム

と
聖
ア
ン
ナ
（
記
）

29
日
㈰�

年
間
第
17
主
日

31
日
㈫�

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
（
ロ
ヨ
ラ
）
司

祭
（
記
）

8
月
の
主
な
教
会
暦（
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日・祭
日
な
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５
日
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年
間
第
18
主
日

12
日
㈰�

年
間
第
19
主
日
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日
㈬�

聖
母
の
被
昇
天
（
祭
）

19
日
㈰�

年
間
第
20
主
日

26
日
㈰�

年
間
第
21
主
日

教
区
行
事
予
定

7
月

４
日
㈬�

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

８
日
㈰�

城
東
Ｂ
会
議
／
三
河
Ｂ
会
議
／

教
区
中
高
生
会

10
日
㈫�

樹
の
会

14
日
㈯�

信
徒
協
役
員
会

15
日
㈰�

城
北
Ｂ
会
議
／
城
南
Ｂ
会
議
／

教
区
障
害
者
の
つ
ど
い
＊
／
青

年
委
員
会

17
日
㈫�

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
／
カ

ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

19
日
㈭�

教
区
顧
問
会
＊
／
月
集
＊

21
日
㈯�

レ
ジ
オ
名
古
屋
ク
リ
ア

22
日
㈰�

押
切
教
会
65
周
年
ミ
サ
＊

28
日
㈯�

典
礼
委
員
会

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

30
日
㈪�

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
司
祭
会
議
＊

8
月

４
日
㈯
～
6
日
㈪

�

青
年
委
員
会
・
教
区
中
高
生
会

広
島
巡
礼

６
日
㈪
～
15
日
㈬

�

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間

９
日
㈭�

教
区
顧
問
会
／
三
河
Ｂ
平
和
祈

願
ミ
サ

11
日
㈯
㈷
信
徒
協
理
事
会
／
北
陸
・
平
和

ミ
サ
＊

12
日
㈰�

教
区
平
和
祈
願
ミ
サ
＊

13
日
㈪
～
16
日
㈭　

教
区
事
務
所
休
館

18
日
㈯�
正
義
と
平
和
学
習
会

19
日
㈰�
愛
岐
B
会
議

20
日
㈪
～
24
日
㈮　

教
区
司
祭
黙
想
会
＊

26
日
㈰�

一
粒
会
の
集
い（
北
陸
地
区
）＊

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

7
月

５
日
㈭�

常
任
司
教
委
員
会

９
日
㈪
～
13
日
㈮　

司
教
総
会

14
日
㈯�

愛
知
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

16
日
㈪
㈷
・
17
日
㈫　

�

A
O
S
全
国
研
修
会

20
日
㈮�

子
ど
も
と
女
性
の
権
利
擁
護
の

た
め
の
デ
ス
ク

福
信
館
便
り 

☎
０
５
２（
935
）
７
１
８
０

◇
7
月
の
炊
き
出
し　

木
５
日
布
池
、

12
日
東
海
・
樹
の
会
・
南
山
、
19
日
聖
霊
・

南
山
・
樹
の
会
、
26
日
城
北
橋　

金
６

日
喜
望
の
会
、
13
日
布
池
、
20
日
一
宮
、

27
日
長
浦

◆
委
員
会
名
変
更
の
お
知
ら
せ

こ
の
た
び
名
古
屋
教
区
社
会
福
祉
委
員

会
は
７
月
１
日
よ
り
下
記
の
と
お
り
名
称

を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
委
員
会
名
：
名
古
屋
教
区
カ
リ
タ
ス
福

祉
委
員
会

住
所
、
電
話
、
FAX
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。�

（
委
員
長　

山
野 

聖
嗣 

神
父
）

◆
声
の
文
庫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会
（
旧
・
社
会
福

祉
委
員
会
）
で
は
、
教
区
内
の
視
覚
に
障

害
を
持
っ
て
い
る
方
々
へ
、
教
区
報
を

テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
送
信
し
て
い
ま
す
。

た
だ
今
２
名
の
方
に
朗
読
、
吹
込
み
、
ダ

ビ
ン
グ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
今
回
、
早
急
に
録
音
作
業
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
詳
細
は
電
話
で
問

合
せ
下
さ
い
。

※
録
音
作
業
場
所　

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員

会
２
階

※
作
業
は
月
１
回
10
時
～
15
時
く
ら
い
。

１
日
で
終
了
。
日
程
は
前
月
録
音
日
に
相

談
で
決
定
。

問
合
せ
先　

☎
０
５
２

－

８
５
２

－

１
４

２
６　

名
古
屋
教
区
カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員

会

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約72.1％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

581件�28,843,675円
（5月末）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

『毎月第１土曜日・ロザリオの集い』
日　時　毎月第1土曜日　13：00～
場　所　カトリック押切教会　名古屋市西区名西1-12-5
司　祭　島袋幹男神父、他
スケジュール
　13：00～聖体賛美式・ゆるしの秘跡・ロザリオの祈り
　14：00～ミサ
　15：00～聖母マリアの汚れなきみ心への奉献の祈り
　15：30～お茶タイム
主　催　ロザリオの集いの会
問合せ　高木光男　☎090-5451-4775

名古屋教区、神言会・聖霊会 JPIC 
勉強会シリーズ第3回

テーマ「共に生きる地球家族」
日　時　9月9日（日）13：30～16：00（開場13：00）
場　所　南山教会マリア館2階
　　　　名古屋市昭和区南山1
　　　　（地下鉄鶴舞線いりなか駅下車　徒歩5分）
テーマ　�「福音に基づいた取り組み―今の世界に求められ

る愛の実践」
講演者　菊地　功（東京大司教）
問合せ　福信館　☎052-935-7180（Fr．竹谷）
　　　　八事聖霊修道院　☎052-832-0434（Sr．武田）
主　催　神言修道会・聖霊会 JPIC 委員会
　　　　名古屋教区正義と平和委員会

2019年 ワールドユースデー（WYD）パナマ大会公式日本巡礼団 参加巡礼者募集！
　2019年1月22日から27日に開催される2019年ワールドユースデー（WYD）パナマ大会に参
加する公式日本巡礼団への参加登録申請が始まりました。
日　　程　2019年1月16日（水）～1月31日（木）��　募集人数　50名　��発 着 地　羽田空港
参加費用　280,000円（参加登録・現地プログラム費用約70,000円、旅行費用約210,000円）
募集期間　2018年6月1日（金）～2018年7月10日（火）　��参加資格　18歳～35歳　国籍不問
参加登録申請
1 .�「募集案内」の内容をご確認いただき、「2019年 ワールドユースデーパナマ大会 公式日本
巡礼団 参加登録申請書」に必要事項を記入。
2.�パスポートのコピーと参加登録申請書と合わせて公式日本巡礼団事務局へ Email（登録申
請書に記載）かFAXで提出。
　提出期限：2018年7月10日（火）
　�登録締切後に、各自に送付される旅行社（㈱阪急交通社）からの旅行条件詳細等の案内書で、
費用支払等について確認。

正義と平和委員会の学習会

　11月23日（金・祝）・24日（土）に名古屋教区で開催する
正義と平和全国集会に向けた事前学習会です。
○8月18日（土）13：30～15：30
　テーマ　「天皇制」
　講　師　シスター三好（援助修道会）
○10月20日（土）13：30～15：30
　テーマ　「沖縄」
　講　師　浅見裕子（フォトジャーナリスト）
○11月17日（土）13：30～15：30
　テーマ　「原発」
　講　師　河田昌東（チェルノブイリ救援中部）

会　場　いずれも名古屋教区センター2F
主催・問合せ
　　　　教区正義と平和委員会　Fax 052-935-7195

第33回障害者のつどい

“生まれてきてよかった、 
生きていてよかったと思いたい”

―優生思想と人権―

日　時　7月15日（日）　�� 9：00　（受付開始）�
10：00　司教ミサ・交流会・その他�
16：30　（終了予定）

場　所　カトリック熱田教会　名古屋市熱田区伝馬2-28-14
　　　　☎052-671-4549　Fax 052-671-4624
交　通　①名鉄・神宮前駅からバス
　　　　　神宮東門乗車、内田橋北駅下車、徒歩5分
　　　　②�地下鉄名城線・伝馬町駅から徒歩10分
　　　　　※�駐車台数に制限がありますので、上記の方

法でご来場ください。
テーマ　�「生まれてきてよかった、生きていてよかったと

思いたい」
参加費　大人1,200円　中高生700円　小学生以下無料
申込期限　7月2日（月）
共　催　�教区障害者連絡会、教区社会福祉委員会、宣司評

城南ブロック
後　援　カトリック名古屋教区
問合せ　カリタス福祉委員会　☎052-852-1426

2018年度キリシタン史勉強会のお知らせ
第2回
主税町記念聖堂 7月16日（月・祝）13：00～
金沢教会　　　 9月9日（日）14：00～
キリシタン文化を考える（青山玄神父）
仮題　�「日本に影響を与えた宣教師がもた

らしたキリスト教」

第3回
主税町記念聖堂 11月3日（土・祝）13：00～
金沢教会　　　 11月18日（日）14：00～
キリシタン禁制の歴史その1（浅井太郎神父）
仮題　�「豊臣秀吉、徳川家康、秀忠、家光

の時」

連　絡　�講師の都合により講題テーマは変更になる場合があります。
お申込み不要　参加無料（席上献金あり）。ご希望の方は各教会へお出かけください。
主　催　�カトリック名古屋教区殉教者顕彰委員会
問合せ　☎052-936-8366


